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令
和
５
年

令
和
５
年

３３ ２２

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
市
民
が
主
役
の

南
あ
わ
じ
市
「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」

　 

　
　    

　
　   

南
あ
わ
じ
市
議
会
議
長
　
長
舩
　
𠮷
博

「
子
育
て
の
喜
び
が
見
え
る
ま
ち
」
へ

２
０
２
３
「
卯
年
」・
飛
躍
と
向
上
を

　  
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
あ
わ
じ
市
長
　
守
本
　
憲
弘

一 

部
補
助
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

産
業
活
動
の
面
で
は
、
農
畜
水
産

業
者
の
飼
料
・
燃
料
高
騰
へ
の
対

応
や
、
企
業
の
合
理
化
・
省
エ
ネ

投
資
の
支
援
、
社
会
活
動
の
面
で

は
、
お
祭
り
や
文
化
芸
術
・ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
再
開
の
支
援
な
ど
、
多

方
面
に
わ
た
り
コ
ロ
ナ
後
の
南
あ

わ
じ
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
見
据

え
た
施
策
展
開
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
強

化
、
下
水
放
流
施
設
や
新
火
葬
場

の
整
備
、
バ
ス
事
業
者
と
協
力
し

た
路
線
再
編
や
運
賃
の
大
幅
引
下

げ
、
オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
の
開
通
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、
市
民

生
活
の
利
便
性
向
上
も
図
れ
つ
つ

あ
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
は
引
き
続
き
「
通
学
路

安
全
」「
移
住
定
住
施
策
」「
産
業

民
主
主
義
国
家
に
と
っ
て
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
冬
の
厳
し
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
を
思
う
と
き
、
心
が
痛
む
思
い

で
す
。

　
さ
て
、
地
方
創
生
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
特
に 

一 

次
産
業
が
元

気
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨

年
は
、
数
十
年
ぶ
り
に
タ
マ
ネ
ギ

が
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
も
高
値
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
、

　
南
あ
わ
じ
市
民
の
皆
さ
ま
、
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
応
援

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
の
市
政
全
般
に
わ
た

る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
重
ね
て
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
光
陰
矢
の
如
し
と
申
し
ま
す

が
、
今
年
で
市
長
就
任
後
、
２
期

目
の
半
ば
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
２

年
余
り
は
、
続
く
コ
ロ
ナ
禍
対
策

に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
後
の

南
あ
わ
じ
市
を
に
ら
む
日
々
で
し

た
。
本
市
で
は
感
染
防
止
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
、
市
民
の
困
難

や
不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
各

種
団
体
と
連
携
し
た
実
態
把
握

と
、
切
れ
目
な
い
対
策
の
実
施
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
再
拡
大
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
に
よ

る
物
価
高
騰
の
影
響
に
も
考
慮
し

た
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
の
面
で
は
、
低
所
得

世
帯
や
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
応

援
給
付
、
島
外
で
暮
ら
す
本
市

出
身
の
若
者
を
特
産
品
で
応
援
す

る
「
若
者
ふ
る
さ
と
応
援
便
（
3

月
末
ま
で
受
付
中
）」、
給
食
費
の 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
新
た
に

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
は
市
議
会
な
ら
び
に
市
政
全

般
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
全
世
界
の
経
済
バ
ラ

ン
ス
が
大
き
く
狂
い
は
じ
め
、
急

激
な
物
価
高
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
日
本
国
民
の
生
活

が
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
穏
や
か
な
農
村
地
帯

で
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
に
、

一 

方
的
に
侵
略
を
強
行
す
る
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
言
動
は

後
継
者
対
策
」「
内
水
排
水
対
策

含
め
た
防
災
対
策
」
な
ど
に
重
点

を
置
く
と
と
も
に
、「
淡
路
島
全

体
・
鳴
門
市
と
連
携
し
た
観
光
振

興
」「
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
改
善
」
を

加
速
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
や
各
種
団
体
、

産
業
界
と
の
対
話
を
通
じ
、
率
直

な
意
見
交
換
を
基
礎
と
し
た
施
策

の
立
案
と
実
施
に
努
め
て
き
た
こ

と
で
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
役
所
の
対
応
向
上
や
職
員
の
成

長
へ
の
評
価
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
慢
心
す

る
こ
と
な
く
人
材
を
育
成
し
「
対

話
と
行
動
」
の
行
政
に
よ
る
「
子

育
て
の
喜
び
が
見
え
る
ま
ち
」
を

実
現
す
る
最
強
の
市
役
所
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
冬
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
を

は
じ
め
と
す
る
感
染
拡
大
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
本
年
も
市

政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
ま
た
南
あ
わ
じ

市
に
と
っ
て
２
０
２
３
年
「
卯
年
」

が
飛
躍
と
向
上
の
年
、
な
に
よ
り

健
康
・
健
全
な 

一 

年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
に

あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

レ
タ
ス
や
そ
の
他
の
野
菜
も
同
様

に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
ま
た

漁
業
は
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
新
た
な
光
が
当
た
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減
災
へ

の
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
市
内
で

の
防
犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

充
実
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

二
元
代
表
の 

一 

翼
を
担
う
議
決
機

関
と
し
、
執
行
機
関
に
対
す
る
監

視
と
評
価
お
よ
び
提
案
機
能
を
発

揮
し
て
、
常
に
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
、「
市
民
が
主
役
・
市
民

フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
心
掛
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10大
ニュース

令和4年令和4年

１
月
　
２
０
２
１
年
、
２
０
２
２
年
の
２
年
分
の
成

人
式
を
開
催

３
月
　
倭
文
中
学
校
が
閉
校

３
月
　
南
あ
わ
じ
市
の
タ
マ
ネ
ギ
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
仲
介
サ
イ
ト
の
返
礼
品
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ

で
総
合
１
位
を
獲
得

４
月
　
オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
南
あ
わ
じ
市
区
間
が
開
通

５
月
　
高
齢
者
就
業
率
が
兵
庫
県
内
１
位
（
41
・

５
%
）

７
月
　
３
年
ぶ
り
の
海
水
浴
場
開
設

７
月
　
宇
宙
タ
マ
ネ
ギ
初
収
穫

７
月
　
玉
青
館
で
松
帆
銅
鐸
全
７
点
の
展
示
が
始

ま
る

阿万上町に伝わる「阿万の風流
大踊小踊」

慶野松原で行われた「野掛け芝
居公演」

倭文中学校の閉校式で風船を飛
ばす卒業生

1年越しに開催された2021年成
人式

宇宙を旅した種から育ったタマ
ネギを試食する関係者ら

全７点が玉青館で展示されている
松帆銅鐸

10
月
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
「
野
掛
け
芝
居
公
演
」

が
約
１
０
０
年
ぶ
り
に
復
活

11
月
　「
阿
万
の
風ふ

り
ゅ
う流
大お
お
お
ど
り踊
小こ
お
ど
り踊
」
を
含
む
「
風
流

踊
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
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の
校
歌
の
ル
ー
ツ
な
ど
を
調
べ

て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、
音

声
合
成
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
自
作

し
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
歌
手
が
歌
う

市
内
小
学
校
の
校
歌
の
ほ
か
、

現
在
は
閉
校
と
な
っ
た
小
学
校

の
校
歌
や
、
か
つ
て
運
動
会
で

歌
わ
れ
て
い
た
運
動
唱
歌
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
𠮷
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち

に
校
歌
に
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
卒
業
生
に
も
懐
か
し
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
市
内
小
学
校
の
校
歌
な
ど
を

収
め
た
「
小
学
校
校
歌
ア
ル
バ

ム
」
が
、
𠮷
田
文
洋
さ
ん
（
神

代
）
か
ら
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
ア
ル
バ
ム
は
、
市
内
各
小

学
校
や
公
民
館
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
元
教
員
の
𠮷
田
さ
ん
は
、
定

年
退
職
し
た
現
在
も
賀
集
小
学

校
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
以
前

か
ら
自
身
の
出
身
校
や
勤
務
校

　
市
で
は
、「『
対
話
と
行
動
の

行
政
』
の
実
現
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、昨
年
度
か
ら
「
市

内
各
分
野
の
団
体
等
と
の
対
話

の
場
」
を
順
次
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
各
団
体
・
分
野
の
現
状
や
課

題
、
取
り
組
み
な
ど
に
関
す
る

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
将

来
に
向
け
た
共
通
認
識
を
も

ち
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

小
学
校
校
歌
に
愛
着
を

収
録
ア
ル
バ
ム
を
市
へ
寄
贈

進
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
自
治
会
・
消
防
団
・
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
団
体
、
水

交
会
・
瓦
工
業
組
合
・
手
延

素
麺
協
同
組
合
な
ど
の
産
業
分

野
、
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
社
会
教

育
委
員
な
ど
の
教
育
分
野
を
は

じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
17
団

体
と
の
対
話
の
場
を
設
け
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
、

さ
ら
に
20
団
体
と
の
対
話
の
場

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
・
産
業
・
教
育
分
野
で

「
対
話
の
場
」
を
開
催

優
れ
た
技
能
で
地
域
に
貢
献

市
技
能
功
労
者
表
彰

　
技
能
功
労
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）  

澤
田
　
昌ま
さ
よ
し佳（

電
気
工
事
士
、
福
良
）

大
屋
　
雅ま
さ
き基（

電
気
工
事
士
、
志
知
）

倉
本
　
桂け
い
ぞ
う三

（
鉄
工
関
係
、
松
帆
）

柏
木
　
　
大
ひ
ろ
し

（
自
動
車
整
備
士
、
賀
集
）

島
田
　
勝か
つ
し
げ惠

（
調
理
師
、
北
阿
万
）

道
上
　
敏と
し
お夫

（
製
瓦
職
、
津
井
）

谷
池
　
和か
ず
の
り則

（
製
瓦
職
、
津
井
）

高
岡
　
　
茂
し
げ
る

（
大
工
、
松
帆
）

辻
脇
　
　
学
ま
な
ぶ

（
電
気
工
事
士
・
配
管
工
、
倭
文
）

　
長
年
優
れ
た
技
能
で
職
業
に

従
事
し
、
地
域
社
会
の
発
展
や

後
継
者
の
育
成
に
貢
献
し
た
人

を
た
た
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技

能
功
労
者
表
彰
式
」
が
11
月
23

日
、
市
役
所
第
２
別
館
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
同
日
、
市
商
工
会
が
主
催
す

る
南
あ
わ
じ
市
優
良
従
業
員
表

彰
式
も
催
さ
れ
、
40
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

特
別
賞

更
生
保
護
女
性
会
長
賞

　
濱
口
　
凛り
り々

（
松
帆
小
）

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
長
賞

　
豊
原
　
心み
さ
き咲

（
三
原
中
）

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
「
南
あ
わ

じ
市
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
」

が
11
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
小

中
学
生
の
作
文
２
２
２
点
の
中

か
ら
10
点
が
入
賞
作
品
に
選
ば

れ
、
受
賞
者
に
よ
る
作
文
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

　
清
水
　
紗さ

え英
（
市
小
）

優
秀
賞 

　
温
泉
　
虹に

こ心
（
榎
列
小
）

佳
作

　
筒
井
　
勇ゆ
う
き稀

（
榎
列
小
）

　
若
林
　
侑ゆ

め芽
（
市
小
）

中
学
生
の
部
　
※
敬
称
略

最
優
秀
賞 

　
樋
口
　
悠ゆ
う
あ愛

（
三
原
中
）

優
秀
賞

　
大
辻
　
佐さ

お

り
緒
莉
（
三
原
中
）

佳
作

　
前
川
　
流る

き輝
（
三
原
中
）

　
経き
ょ
う
め
ん免　
仁に

こ琴
（
三
原
中
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
を
開
催

同作文コンテストで入賞した小中学生

意見交換する淡路手延素麺協同組合役員と市職員ら浅井教育長にアルバムを手渡す𠮷田さん（左）守本市長から表彰状を受け取る受賞者（左）

イルミネーションのお知らせイルミネーションのお知らせ
　吉備国際大学では、イルミネーションを実施してい
ます。学生がレイアウトを考え、設置しました。ぜひ
ご覧ください。
名　　称　キビナリエ
期　　間　1 月 19 日（木）まで　
点灯時間　月～金曜日 17：00 ～ 20：00
場　　所　吉備国際大学南あわじ志知キャンパス中庭

3年ぶりの「くにうみ祭」3年ぶりの「くにうみ祭」
　11 月 19 日、3 年ぶりのくにうみ祭を開催しました。
新型コロナウイルスの影響もあり、多くの学生がくにう
み祭を経験したことがない中、2 年生が中心となって、
今年度のくにうみ祭を一から作り上げ、盛り上げてく
れました。当日は多くの人にイベント、展示、模擬店
を楽しんでいただけたと感じています。ステージでは、
淡路三原高校吹奏楽部、和太鼓志童、あわじ護身術
クラブの皆さまがご尽力くださいました。本学のイベン
トを引き続き市民の皆さまに楽しんでいただけるよう次
年度以降も精進しますので、よろしくお願いいたします。

くにうみ祭でにぎわうキャンパス ステージでのイベント

総務大臣表彰

島津　弘 さん（沼島）

　島津さんは、沼島地区

連合自治会長に平成 14

年 1 月に就任。20 年以

上の長きにわたり、住民

とともにさまざまな事業に取り組み、地域自治

の発展に尽力された功績が認められました。

社会教育功労者表彰
（文部科学大臣表彰）

太田　正美 さん（阿万）

　太田さんは、国立淡路

青少年交流の家の研修

指導員として 10 年余り

「カッター研修」の指導に携わり、青少年の健

全育成に尽力された功績が認められました。
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問南あわじ市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター☎ 43-5671 ／ 健康課☎ 43-5218

新型コロナワクチン接種についてお知
らせ

市ホームページ

　
接
種
の
対
象
と
な
る
人
へ
は
順
次

案
内
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
は
市
内
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
案
内
文

書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た

ワ
ク
チ
ン
接
種

▽
対
象
者　
初
回
接
種
（
１
回
目
・

２
回
目
の
接
種
）
が
完
了
し
た
12

歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
前
回
の
接

種
か
ら
３
カ
月
以
上
が
経
過
し
た

人
▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン　

オ
ミ
ク
ロ

ン
株
（
Ｂ
Ａ
．
４
／
５
）
対
応
型

ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ま

た
は
モ
デ
ル
ナ
社
製
）

※
こ
れ
ま
で
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ

ン
の
対
象
者
は
18
歳
以
上
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
12
歳
以
上
か
ら

接
種
可
能
と
な
り
ま
し
た

小
児
（
5
歳
～
11
歳
）
へ
の

3
回
目
接
種
（
追
加
接
種
）

▽
対
象
者　

小
児
用
ワ
ク
チ
ン
の
２

回
目
接
種
日
か
ら
、
５
カ
月
以
上

が
経
過
し
た
５
歳
～
11
歳
の
人

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
、
５
～
11
歳
用

１
回
目
接
種
・
２
回
目
接
種

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
武
田
社
製
、
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス

小
児
（
５
歳
～
11
歳
）
へ
の

１
回
目
接
種
・
２
回
目
接
種

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
、
５
～
11
歳
用

乳
幼
児
（
生
後
６
カ
月
～
４
歳
）

へ
の
接
種

　

乳
幼
児
向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
南
あ
わ
じ
市
で
も
生
後
６
カ
月

～
４
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
乳
幼
児

向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

乳
幼
児
向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
券
は
保
護
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
送
付
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

乳
幼
児
の
保
護
者
に
、
順
次
「
接
種

券
発
行
申
請
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
案
内
文
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
に
伴
う
効
果
お
よ
び
リ
ス
ク

な
ど
の
詳
細
は
、厚
生
労
働
省「
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
Ｑ
＆
Ａ
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い

お知
らせ

▽
申
請
期
限　
２
月
28
日
（
火
）

子
育
て
世
帯
等
生
活
応
援
給
付
金

（
市
独
自
の
給
付
金
）

▽
対
象
者

❶
18
歳
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
人

※
令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
児
童

ま
た
は
養
育
者
が
南
あ
わ
じ
市

民
で
あ
れ
ば
対
象
。
令
和
４
年
12

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児

（
出
生
時
点
で
新
生
児
ま
た
は
養

育
者
が
南
あ
わ
じ
市
民
）
も
対
象

❷
令
和
４
年
12
月
31
日
時
点
で
南
あ

わ
じ
市
民
か
つ
妊
婦
で
、
令
和
5

年
１
月
31
日
ま
で
に
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

▽
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

※
10
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯

は
、
世
帯
に
１
万
円
加
算

▽
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

•
❶
の
対
象
者
で
申
請
が
必
要
な
人

へ
は
案
内
を
送
付
済
み
（
新
生
児

へ
は
随
時
、
案
内
を
送
付
予
定
）

・
❷
の
対
象
者
に
は
１
月
以
降
に
随

時
、
案
内
を
送
付
予
定

▽
申
請
期
限　
２
月
28
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

騰
な
ど
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
等
を
応
援
す
る
た
め
、

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
お
早

め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
国
の
給
付
金
）

▽
申
請
が
必
要
な
人

❶
ひ
と
り
親
世
帯

•
公
的
年
金
等
を
受
け
て
い
る
た
め

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
な
い

人
•
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
と
な
る
水
準
に
下

が
っ
た
人

❷
ひ
と
り
親
世
帯
以
外

•
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳

未
満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
20

歳
未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
等
の

う
ち
、
令
和
４
年
度
住
民
税
（
均

等
割
）
が
非
課
税
の
人
、
ま
た
は

令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入

が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当

の
収
入
と
な
っ
た
人

※
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
童
も
対
象

▽
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円

※
収
入
が
急
変
し
た
人
、
高
校
生
の

み
を
養
育
す
る
人
、
公
務
員
な
ど

は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を

踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響

が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
、
給
付
金
の
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
１
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

支
給
対
象
世
帯

　
基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
30

日
）
に
、
南
あ
わ
じ
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
世
帯
全
員
の
令

　
昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
世
帯
全
員
の

市
民
税
所
得
割
額
の
合
計
額
が

一 

定
基
準
未
満
の
世
帯
に
、
給

付
金
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

　
１
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

支
給
対
象
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
４
年
９
月

30
日
）
に
、
南
あ
わ
じ
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
世
帯
全

員
の
令
和
４
年
度
の
市
民

子育て世帯への各給付金の申請はお済みですか
問子育てゆめるん課☎ 43-5219

ひとり親
世帯

ひとり親
世帯以外

お知
らせ

お知
らせ

価格高騰緊急支援給付金南あわじ市生活応援給付金

問給付金コールセンター☎ 43-5920問給付金コールセンター☎ 43-5920
申請期限　1 月 31 日（火）申請期限　1 月 31 日（火）

申請期限　2 月 28 日（火）

和
４
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
等
の
み
か
ら

な
る
世
帯
を
除
く

支
給
額　
１
世
帯
５
万
円

申
請
方
法　
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
、
市
か
ら
確
認
書
ま

た
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
内
容
を
確
認
し
て
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す

税
所
得
割
額
の
合
計
額
が

９
万
７
０
０
０
円
未
満
の
世

帯
※
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
を
除
く

支
給
額　

　
１
世
帯
２
万
５
０
０
０
円

申
請
方
法　
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
、
市
か
ら
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
内
容

を
確
認
し
て
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す

◆火曜日以外の平日は、市役所本館 1 階ロビーで
開設しています

問広報情報課☎ 43-5206

スマホ出張相談窓口
1 月の予定お知

らせ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る

お
困
り
ご
と
の
解
決
を
お
手
伝

い
す
る
ス
マ
ホ
相
談
窓
口
。
1

月
の
予
定
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　
窓
口
で
は
ス
マ
ホ
ミ
ニ
講
座

も
実
施
中
。
電
話
で
ご
予
約
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

予
約
受
付
専
用
電
話

　

☎
０
１
２
０・３
３
３・８
５
７

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
10

時
～
午
後
７
時

日　　程 場　　　所

1 月 10 日（火） 津井地区公民館

1 月 17 日（火） 市地区公民館

1 月 24 日（火） 北阿万地区公民館

1 月 31 日（火） 丸山地区公民館

魅
力
を
感
じ
て
観
光
産
業
に
携

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」、
濱
名

学
長
は
「
南
あ
わ
じ
市
は
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
や
渦
潮
、
食
べ
物

な
ど
資
源
が
豊
富
に
あ
る
。
学

生
が
地
域
で
理
解
を
深
め
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
も
持
っ
て
く

れ
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
と
関
西
国
際
大

学
が
、
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
地
域
の
課
題

解
決
や
人
材
育
成
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
同
大
学
は
こ
れ
ま
で
、
市
内

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
相
互
に
協

力
し
、
継
続
的
な
発
展
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
協

定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
11
月
25
日
に
市
役
所
で
協
定

締
結
式
が
あ
り
、
守
本
市
長
と

同
大
学
の
濱
名
篤
学
長
が
協
定

書
に
署
名
。
守
本
市
長
は
「
学

生
の
感
性
を
生
か
し
、
地
域
の

お知
らせ

問商工観光課☎43-5221

協定書を取り交わした守本市長と
濱名学長（右）

関西国際大学と協定
観光振興・地域活性化めざす
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

入会説明会のご案内
日時　❶ 1 月  11 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 1 月 25 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

開
設
期
間

　
２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日

（
水
）（
土
日
祝
日
除
く
）

相
談
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
淡
路
文
化
史
料
館
（
洲
本

市
山
手
１
丁
目
１
‐
27
）

　
混
雑
緩
和
の
た
め
、
入
場
に
は

「
入
場
整
理
券
（
オ
ン
ラ
イ
ン
事

前
発
行
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
ま
た
は
当

日
発
行
）」
が
必
要
で
す
。
来
場

者
数
に
よ
っ
て
早
め
に
相
談
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
作
成
済
み
の
申
告
書
等

の
提
出
は
、
郵
送
ま
た
は
税
務
署

の
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
発
熱
な
ど

の
症
状
が
あ
る
人
は
入
場
を

お
断
り
し
ま
す

※
感
染
拡
大
防
止
・
混
雑
緩
和
の

た
め
、
自
宅
等
か
ら
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
書
の
作

成
・
送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
力
方
法
は
動
画

で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

◆
南
あ
わ
じ
市
の
確
定
申
告
受
付

の
案
内
は
、
広
報
２
月
号
に
掲

載
予
定
で
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

洲本税務署の確定申告会場
問洲本税務署☎ 24-1212

案内

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
特
産
物
の

Ｐ
Ｒ
と
市
内
事
業
者
の
販
路
拡
大

を
図
る
た
め
、
特
産
物
通
販
サ
イ

ト
「
南
あ
わ
じ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
サ
イ
ト
の
利
便
性

向
上
の
た
め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
い
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

出
品
を
お
考
え
の
事
業
者
の
皆
さ

ま
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
３
日
（
金
）

　
❶
午
後
２
時
～
❷
午
後
４
時
30

分
～
❸
午
後
７
時
～

場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

※
事
前
に
参
加
申
込
を
お
願
い
し

ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

３月にサイトリニューアル
特産物通販サイト出品事業者説明会

問ふるさと創生課☎ 43-5205

お知
らせ

お知
らせ

「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」
で
納
税
証
明

書
の
取
得
が
原
則
不
要
に

　
１
月
か
ら
、
車
検
の
と
き
は

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ

ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
で
継
続
検

査
窓
口
で
の
納
税
証
明
書
が
原

則
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
は
軽
四
輪
、
軽
三
輪
の

軽
自
動
車
で
す
。
二
輪
・
原
付

（
バ
イ
ク
）・
小
型
特
殊
は
対

象
外
で
す
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
種
別
割

の
納
付
方
法
に
よ
っ
て
は
、
納

付
情
報
が
登
録
さ
れ
る
ま
で
日

数
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
車
検
を
お
急
ぎ
の
場
合

軽Ｊ
ジ ェ ン ク ス
ＮＫＳ・軽自動車Ｏ

ワンストップサービス
ＳＳが始まります

問税務課☎ 43-5213

は
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
次
の
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
で

確
認
で
き
な
い
た
め
、
紙
の

納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❶
納
付
し
た
ば
か
り
で
、
軽

Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
情
報
が
登
録
さ

れ
て
い
な
い
❷
中
古
車
の
購

入
直
後
❸
他
の
市
区
町
村
へ

引
っ
越
し
た
直
後
❹
対
象
車

両
に
過
去
の
未
納
が
あ
る

「
軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」
で
新
車

購
入
時
の
保
有
関
係
手
続
が

簡
単
に

　
１
月
か
ら
軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ

で
、
新
車
購
入
時
の
軽
自
動
車

保
有
関
係
手
続
が
パ
ソ
コ
ン
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
は
軽
四
輪
、
軽
三
輪
の

軽
自
動
車
で
す
。
二
輪
・
原
付

（
バ
イ
ク
）・
小
型
特
殊
は
対

象
外
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
、
軽
自
動
車
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

日
時　
１
月
８
日
（
日
）

　
午
後
０
時
30
分
受
付

　
午
後
１
時
30
分
開
式

場
所　
文
化
体
育
館

対
象
者　
平
成
14
年
４
月
２
日

～
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

※
案
内
状
の
送
付
は
行
い
ま
せ

ん
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
式
典
会

場
（
文
化
体
育
館
敷
地
内
含

む
）
に
は
、
原
則
、
対
象
者

と
家
族
の
人
以
外
は
入
れ
ま

せ
ん
。
介
助
な
ど
特
別
な
配

慮
が
必
要
な
人
は
、
事
前
に

社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

内
容
が
変
更
・
中
止
等
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。随
時
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を

更
新
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ

さ
い

助
艇
、
エ
ア
テ
ン
ト
な
ど
の
資

機
材
も
配
備
。
市
職
員
や
消
防

団
員
を
対
象
と
し
た
操
作
研
修

も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

の
災
害
に
備
え
よ
う
と
、
南
あ

わ
じ
市
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
（
東
京

都
）
と
相
互
支
援
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
同
財
団
は
全
国
54
市
町
村
で

防
災
拠
点
整
備
の
支
援
や
、
自

治
体
間
の
相
互
連
携
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
は
同
財
団
か
ら
防
災
拠
点

整
備
費
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

来
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、
最

大
３
９
０
０
万
円
の
支
援
を
受

け
ま
す
。
助
成
金
を
活
用
し
、

文
化
体
育
館
（
北
阿
万
）
に
は

新
た
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
や
ス
ラ
イ
ド
ダ
ン
プ
、
救

お知
らせ

問危機管理課☎43-5203

防災備蓄倉庫で行われた協定書調印式

Ｂ＆Ｇ財団と協定
防災倉庫・資機材を整備

寄付ありがとう寄付ありがとう
ございますございます
　市内在住の匿名希望の方から、

ピアノを寄付いただきました。

　若人の広場公園に設置し、自

由に演奏できるストリートピアノとし

て活用させて

いただきます。

・日時　2 月 15 日（水）午後 1 時 30 分～
・場所　旧緑庁舎 2 階　203 号室
・定員　先着 15 名　（一般の方参加可）
・参加費　1,000 円　・申込締切　1 月 31 日（火）

多肉植物寄せ植え講習会参
加
者
募
集
‼

お知
らせ

2023 年南あわじ市
二十歳のつどい（旧成人式）

問社会教育課☎ 43-5232
国土交通省・総務省・軽自動車検査協会・地方税共同機構・南あわじ市



お知らせ

2023.1.1発行 10101111

　
事
業
用
に
使
う
た
め
に
所
有
し
て
い
る

減
価
償
却
資
産
は
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
に
な
り
ま
す
。
お
持
ち
の
人
は
令
和
５

年
1
月
1
日
現
在
の
状
況
を
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

す
で
に
申
告
し
て
い
る
人

　
年
末
に
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
変
更
の
有
無
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
申
告
し
て
い
な
い
人

　
令
和
４
年
中
に
新
た
に
償
却
資
産
を
取

得
し
た
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
方

法
等
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

償
却
資
産
の
具
体
例

　
陳
列
棚
・
自
動
販
売
機
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、

飲
食
店
の
厨
房
設
備
、
製
造
業
の
製
造
機

械
、
受
電
設
備
、
構
内
舗
装
、
農
業
の
野

菜
収
穫
機
、
漁
船
、
漁
業
の
巻
上
機
な
ど

償
却
資
産
と
な
る
太
陽
光
発
電
設
備

　
太
陽
光
発
電
設
備
は
償
却
資
産
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
設
備
を
お

持
ち
の
人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
法
人
・
個
人
が
事
業
用
に
設
置
し
た
太

陽
光
発
電
設
備

❷
個
人
が
住
宅
用
に
設
置
し
た
太
陽
光
発

電
設
備
の
う
ち
、
発
電
能
力
が
10
㌔
ワ

ッ
ト
以
上
の
も
の
（
屋
根
材
と
一
体
と

な
っ
て
い
る
設
備
を
除
く
）

◆
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
）
を
利
用
す

る
と
、
来
庁
せ
ず
に
償
却
資
産
の
申
告

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

イ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
て
住

民
の
有
志
ら
で
結
成
し
た
「
丸
山

献
上
隊
」
の
15
人
が
実
施
。
海

が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
約
４
０
０
匹
の
稚
魚
を
海
へ

放
ち
ま
し
た
。

れ
、
児
童
ら
に
絵
本
の
絵
を
見
せ

な
が
ら
心
を
込
め
て
読
み
聞
か
せ

し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
物
語
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
丸
山
漁
港
に
あ
る
「
海
の
展
望

広
場
」
の
護
岸
で
11
月
19
日
、
明

石
市
で
開
か
れ
た
「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
」
で
天
皇
陛
下
か

ら
南
あ
わ
じ
漁
業
協
同
組
合
の
小

磯
富
男
組
合
長
へ
手
渡
さ
れ
た
タ

イ
の
稚
魚
の
記
念
放
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
丸
山
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
タ

イ
は
、
大
正
・
昭
和
・
平
成
・

令
和
と
４
代
に
わ
た
っ
て
天
皇
陛

下
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

縁
が
、
稚
魚
の
手
渡
し
と
放
流
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
放
流
は
、
ま
ち
の
活
性
化
や
タ

　
11
月
30
日
の
「
絵
本
の
日
」
に

あ
わ
せ
て
、「
お
も
い
や
り
ポ
イ

ン
ト
制
度
」の
活
動
者
と
と
も
に
、

北
阿
万
小
学
校
で
、
市
長
・
副
市

長
・
教
育
長
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
で

は
、
小
学
校
で
の
活
動
の 

一 

つ
と

し
て
、
児
童
へ
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
読
書
習
慣
の
定
着
と
と
も
に
、

活
動
へ
の
参
加
を
促
そ
う
と
市
３

役
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
企
画
し

ま
し
た
。

　

３
人
は
各
学
年
の
教
室
を
訪

お知
らせ

お知
らせ

問税務課☎43-5213

問水産振興課☎43-5243

タイの稚魚を放流する丸山献
上隊のメンバー絵本の読み聞かせを行う守本市長

図書室の本の整理

提出期限　1 月 31 日（火）

天皇陛下から手渡された
タイの稚魚を放流

「絵本の日」
市長らが児童に読み聞かせ

区分 平均額 最高額 最低額 筆数

表裏作 9,700 円
ほ場整備済 10,000 円

24,200 円 1,000 円 794
ほ場整備未 9,500 円

表作のみ 8,400 円
ほ場整備済 8,200 円

11,000 円 5,000 円 21
ほ場整備未 8,500 円

裏作のみ 9,700 円
ほ場整備済 9,200 円

13,800 円 3,600 円 149
ほ場整備未 10,000 円

　
令
和
３
年
11
月
～
令
和
４
年
10
月
ま
で

に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
農
地
の
賃
借
料

の
水
準
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
情
報
を
目
安
に
当
事
者
間
で
十
分

協
議
し
た
上
で
賃
借
料
を
決
定
し
て
く
だ

さ
い
。

農地の賃借料情報の提供 償却資産の申告をお忘れなく
問農業委員会事務局☎ 43-5236

※算出には物納（米・玄米ほか）は含めず、平均額の 2.5 倍を超えるものは除きます

（10a あたり・金額は四捨五入により 100 円単位）

お知
らせ

お知
らせ

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

•しろあり　•はち
•ゴキブリ　•ムカデ
•ネズミ　　•イタチ
•ハト　　　•コウモリ
•その他害虫☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

個
別
相
談
会

　
「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

で
、
あ
な
た
の
力
と
経
験
を
社
会

の
中
で
生
か
し
ま
せ
ん
か
。
週
１

回
な
ど
自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で

活
動
で
き
ま
す
。
相
談
会
に
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244 問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244
おもいやりポイント個別相談会

お知
らせ

高齢者等元気活躍推進事業
あなたにぴったりのボランティアを

▽
日
時　
１
月
24
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
場
所　
イ
オ
ン
南
淡
路
店

　
南
入
口
催
事
場

啓
発
動
画
を
公
開

　
シ
ニ
ア
の
多
種
多
様
な
活
躍
の

場
の
創
出
に
取
り
組
む
「
高
齢
者

等
元
気
活
躍
推
進
事
業
」。
こ
の

た
び
、
事
業
を
広
く
発
信
す
る
啓

発
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
活
動
を
再
現
し
た
映
像
や
、
事

業
に
関
わ
る
市
民
や
事
業
者
の

声
を
収
録
し
て
お
り
、
さ
ん
さ

ん
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
の
放
送
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

◆兵庫県身体障害者福祉協会理事長表彰
　森山　　修 さん

　 （南あわじ市身体障害者福祉協会理事）

◆兵庫県老人クラブ連合会会長表彰
　竹谷　　登 さん

　 （南あわじ市老人クラブ連合会阿那賀地区長）

◆兵庫県自治賞
　松浦　昭博 さん（向谷自治会長）

◆兵庫県連合自治会会長表彰
　瀬尾　弘

こうちょう

澄 さん

　 （南あわじ市連合自治会阿那賀地区理事）

　保居　謙志 さん（住吉町自治会長）

　谷口　金司 さん（仁尾自治会長）

◆ひょうご県民ボランタリー活動賞
　市川　富夫 さん

　 （南あわじ市老人クラブ連合会顧問）

（順不同）受賞おめでとう受賞おめでとう
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❶市県民税・・・・・・・・・・・【４期】
❷国民健康保険税・・・・・【7期】
❸後期高齢保険料・・・・・【7期】

※納期限内に必ず納めましょう。納付が困難な場合は、各担当課
にご相談ください

（問）❶❷税務課☎43-5213／❸長寿・保険課医療保険係☎43-5257

今月の納期限は1月31日（火）今月の納期限は1月31日（火）

　
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
「
水
道
基
本
使
用
料

等
生
活
支
援
福
祉
補
助
金
」
の

申
請
を
受
付
し
ま
す
。

　
条
件
等
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
え

て
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
通
知
が
届
か
な
か
っ
た

世
帯
に
つ
い
て
も
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
福
祉
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
条
件
・
補
助
金
額

　
下
表
の
と
お
り

補
助
対
象
期
間

　
令
和
４
年
１
月
～
12
月
の
う

ち
、条
件
に
該
当
す
る
期
間

（
月
単
位
）

申
請
に
必
要
な
書
類

▽
高
齢
者
の
み
、障
害
者
が
い

る
、ひ
と
り
親
世
帯
の
場
合

❶
補
助
対
象
期
間
の
い
ず
れ
か

の
月
の
水
道
料
金
使
用
料
等

の
お
知
ら
せ
の
写
し

❷
申
請
者
名
義
の
補
助
金
振
込

先
の
通
帳
の
写
し（
昨
年
度

と
同
じ
場
合
は
不
要
）

❸
eo
光
テ
レ
ビ
の
契
約
者
が
わ

か
る
書
類（
契
約
書
等
の
写

し
）

❹
補
助
対
象
期
間
の
い
ず
れ
か

の
月
の
eo
光
テ
レ
ビ
使
用
料

を
支
払
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

水道基本使用料等生活支援福祉補助金の申請受付について
補助金交付申請者は水道使用契約者および eo 光テレビ契約者になります

問福祉課☎ 43-5216

お知
らせ

書
類（
通
帳
、は
が
き
等
の
写

し
）

※
❸
❹
は
eo
光
加
入
世
帯
の
み

▽
生
活
保
護
世
帯
の
場
合

　
eo
光
テ
レ
ビ
使
用
料
が
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
別
途
対
応

し
ま
す
。

対象者 条件等 補助金額

高齢者のみ
の世帯

世帯全員が70歳以上で、前年の合計所得金額と
年金収入の合計額が次の金額以下の世帯

単身：120万円以下
２人：190万円以下
３人：240万円以下

※専従者給与の受給者でないこと
※市民税課税者に扶養されている人を除く

口径にかかわらず
月額403円
※eo光加入世帯は

月額1,210円
障害者がいる世帯 手帳を有する世帯員がおり、市民税非課税の世帯

ひとり親世帯 児童扶養手当の全部支給対象者

対象者 補助金額

生活保護世帯
eo光テレビ使用料の月額1,650円を上限とする金額。携帯電話を持た
ずeo光電話（固定）のみの世帯はeo光電話の月額1,457円を上限に
加算

水道料金について（生活保護世帯は対象外）

eo 光テレビ使用料について

※市税の滞納がないこと

申
請
期
限　
３
月
３
日（
金
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

※
問
合
せ
先
は
淡
路
広
域
水
道

企
業
団
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え

よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
に
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

❶
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
る

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
お
り
、
年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

❷
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
も
あ
り
ま
す
。

※
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
必
ず
「
学

生
納
付
特
例
」
や
「
免
除
・
納
付

猶
予
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
も
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

明
石
年
金
事
務
所
管
内
出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
２
月
20
日
（
月
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
１
月
10
日
（
火
）
～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所
へ
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

問
明
石
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

問総合窓口センター☎ 43-5212

20 歳になったら国民年金お知
らせ

市の各種計画に市民の意見を反映するため、委員会の委員を公募し
ます。詳しくは、お問合せください。各種委員の公募

老人福祉計画および介護保険
事業計画策定委員会 障害者計画等策定委員会

募集人員 ２人 ２人

応募資格（共通） 次の❶～❸のすべてを満たす人。
❶市の他の附属機関の公募委員でない❷市の議会議員または職員でない❸暴力団員等でない

応募資格（個別）

次の要件をすべてを満たす人

❶市の介護保険被保険者（住所地特例適用者を除く）❷納
期限の到来している介護保険料および医療保険の介護保険
分を完納している世帯に属する

❶市長および市議会議員の選挙権を有する❷市の障害福
祉施策の推進に理解、関心がある

応募期間 １月４日（水）～31日（火）午後５時まで（持参の場合、土日祝日を除く）

任　　期 令和５年４月１日～令和８年３月31日

報　　酬 日額8,000円

応募方法 申込書に必要事項を記入し、400字以上800字以内の小論文（書式自由、各テーマは下記のとおり）を添えて、持参
または郵送のいずれかの方法で提出

小論文のテーマ 老人福祉もしくは介護保険について 南あわじ市の障害福祉施策について

問合せ先 長寿・保険課☎43-5217 福祉課☎43-5216

訂正とお詫び

　広報12月号15頁に掲載しまし

た「思いやり・命を大切に　園児ら

が『人権の花』運動」の記事で、同

運動に取り組んだ施設名で「広田

保育園」とあるのは、「市こども園」

の誤りでした。訂正し、お詫び申し

あげます。
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4
月
か
ら
市
の
業
務
を
補
完

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、

任
期
を
１
会
計
年
度
以
内

と
し
て
任
用
さ
れ
る
一
般

職
非
常
勤
職
員
で
す

任
用
期
間　
４
月
１
日
～
令
和

６
年
３
月
31
日

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
お

よ
び
希
望
業
務
を
記
入
の

上
、
運
転
免
許
証
な
ど
資
格

証
の
写
し
を
添
え
て
、
総
務

課
（
市
役
所
本
館
３
階
）
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
１
月
４
日
（
水
）

～
20
日（
金
）ま
で
の
平
日
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

選
考
方
法　
面
接
試
験
（
申
込

多
数
の
場
合
は
書
類
選
考

後
、
面
接
試
験
を
実
施
す
る

場
合
あ
り
）

試
験
日

　
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬

※
申
込
者
に
後
日
連
絡

申
込
先

　
〒
６
５
６
‐
０
４
９
２

　
南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
22
番

地
１　

南
あ
わ
じ
市
役
所

総
務
課 　

令和 5 年度 会計年度任用職員の募集募集
（申込に関すること）問総務課☎ 43-5001、（業務内容に関すること）問各担当課

注１）「フル」はフルタイム会計年度任用職員、「パート」はパートタイム会計年度任用職員の略
注２）1社会保険・雇用保険・労災保険あり　2労災保険あり

注１）「フル」はフルタイム会計年度任用職員、「パート」はパートタイム会計年度任用職員の略
注２）1社会保険・雇用保険・労災保険あり　2労災保険あり

区分・担当課 人数 業務内容 賃金 勤務時間 申込要件

❻パート
放課後児童

クラブ支援員
体育青少年課
☎ 43-5234

若干名

放課後児童クラ
ブ（学童保育）
およびアフター
スクールでの児
童の保育・支援

時給 1,000 円
1

（平日）午後 1 時～ 6 時、（長
期休暇時）午前 8 時～午後 6
時のうち 7 時間以内
※長期休暇時は土曜日勤務あ

り

・普通自動車運転免許
・放課後児童支援員認定

資格
・ワード・エクセルなど

の基本操作ができる

❼パート
放課後児童

クラブ支援員
補助員

体育青少年課
☎ 43-5234

若干名

放課後児童クラ
ブ（学童保育）
およびアフター
スクールでの児
童の保育・支援
補助

時給 960 円
1 上記と同じ

・高校卒業以上（3 月卒
業見込み含む）

・普通自動車運転免許
・ワード・エクセルなど

の基本操作ができる

❽フル
保育士・幼稚園
教諭・保育教諭

（担任）

子育て
ゆめるん課
☎ 43-5219

若干名

保育所、こども
園、幼稚園のク
ラス担任（保育
および幼児教育）

月額 198,500 円
（賞与あり）
1

❶平日午前 8 時～午後 6 時
までのうち 7.75 時間
❷平日午前 7 時～午後 7 時
までのうち 7.75 時間

（早出・遅出、土曜日勤務あり）

・保育士資格および幼稚
園教諭免許

・普通自動車運転免許

❾パート
保育士
子育て

ゆめるん課
☎ 43-5219

若干名

保育所、こども
園のクラスの保
育および運営補
助

月額 150,929 円
（賞与あり）
1

❶平日午前 8 時～午後 6 時
までのうち 7 時間
❷平日午前 7 時～午後 7 時
までのうち 7 時間

（早出・遅出、土曜日勤務あり）

・保育士資格
・普通自動車運転免許

❿パート
保育士
子育て

ゆめるん課
☎ 43-5219

若干名

保育所、こども
園での保育業務
およびクラス運
営補助など

時給 1,026 円
1

平日午前 7 時～午後 7 時ま
でのうち 6 時間※時間帯は
要相談（週 5 日勤務）

・保育士資格
・普通自動車運転免許

⓫パート
保育士
子育て

ゆめるん課
☎ 43-5219

若干名

保育所、こども
園の早出、遅出
勤務担当（保育
および運営補助）

時給 1,026 円
2

❶平日午前 8 時～ 10 時まで
の 2 時間
❷平日午後 4 時～ 6 時まで
の 2 時間
❸平日午後 4 時～ 7 時まで
の 3 時間

（週 5 日勤務）

・保育士資格
・普通自動車運転免許

⓬パート
保育士
子育て

ゆめるん課
☎ 43-5219

若干名

保育所、こども
園の遅出勤務担
当（保育および
運営補助）

時給 1,026 円
1

平日午後 1 時～午後 7 時ま
での  6 時間（週 5 日勤務）

・保育士資格
・普通自動車運転免許

⓭フル
調理員

（保育所主任・
こども園主任）

子育て
ゆめるん課
☎ 43-5219

若干名

調理に関する業
務全般、献立作
成、発注業務、
データ入力作業、
食育業務など

月額 187,400 円
（賞与あり）
1

平日午前 8 時 30 分～午後 5
時 15 分までの 7.75 時間
※土曜日勤務あり

・調理師免許
・普通自動車運転免許

注２注１

区分・担当課 人数 業務内容 賃金 勤務時間 申込要件

❶パート
ごみ回収
作業員
環境課

☎ 43-5214

１人 公共施設等のご
み回収作業

月額 141,120 円
（賞与あり）
1

平日午前 8 時 30 分～午
後 4 時 30 分（1 日 7 時
間、週 5 日勤務）　　

・普通自動車運転免許（AT 限
定不可）

❷パート
看護師
健康課

☎ 43-5218

１人
灘診療所・沼島
診療所での看護
師業務

時給 1,210 円
1

月・火・木・金曜日の平
日午前 8 時 30 分～午後
5 時 15 分（1 日 7.75
時間、週 4 日勤務）

・普通自動車運転免許
・看護師免許または准看護師

免許

❸パート
公用車
整備員
財務課

☎ 43-5210

１人
公用車の管理業
務および市有施
設保全業務

月額 145,870 円
（賞与あり）
1

平日午前 9 時～午後 5
時（1 日 7 時間、週 5
日勤務）

・高校卒業以上
・普通自動車運転免許（AT 限

定不可）
・自動車整備士技能検定（1 級、

2 級または 3 級）

❹パート
道の駅福良

管理員
商工観光課
☎ 43-5221

１人

足湯管理、施設
案内、定期巡視、
危機管理、検針
など

月額 141,120 円
（賞与あり）
1

午前 9 時～午後 5 時（1
日 7 時間、水・木曜日
を除く週 5 日勤務）

・普通自動車運転免許
・ワード・エクセルなどの基

本操作ができる

❺パート
道の駅福良

管理員
商工観光課
☎ 43-5221

１人

足湯管理、施設
案内、定期巡視、
危機管理、検針
など

時給 960 円
2

午前 9 時～午後 5 時（１
日 7 時間、週 2 ～ 3 日
勤務）

・普通自動車運転免許
・ワード・エクセルなどの基

本操作ができる

注２注１
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県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　

年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、全
自
然
災
害
対
象
で
す
。半
壊

以
上
で
再
建
の
場
合
６
０
０
万
円

給
付
。他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
。

▽
日
時　

１
月
10
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

ま
な
び
資
金
利
子
補
給
金

　

大
学
等
の
入
学
金
や
授
業
料
な

ど
の
教
育
資
金
を
市
内
等
の
金
融

機
関
で
借
入
れ
た
保
護
者
に
、
利

息
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

次
の
❶
～
❸
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
人

❶
大
学（
短
大
含
む
）、大
学
院
、専

修
学
校（
専
門
課
程
）、高
専
４

年
生
以
上
で
教
育
を
受
け
る
学

生（
在
学
生
含
む
）の
保
護
者

❷
引
き
続
き
市
内
に
３
年
以
上
在
住

❸
世
帯
の
総
所
得
金
額
が
７
７
１
万

　
円
以
下
で
、市
税
の
滞
納
が
な
い

▽
利
子
補
給
の
対
象
期
間　

学
校

の
正
規
の
就
学
期
間
が
終
了
す

る
ま
で

▽
対
象
融
資
限
度
額　

学
生
１
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
７
８
・
９
２
７・
３
２
３
０

　

F
０
７
８
・
９
２
８
・
５
５
１
２

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
支
援

事
業
は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
支
援

事
業
は
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
３
月
31
日
ま
で
に
撤
去

完
了
で
き
る
も
の
が
今
年
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
支
援
を
希
望
す

る
人
は
至
急
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

宝
く
じ
の
助
成
金
で
牛
内
公

会
堂
を
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
も
と
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動

の
健
全
な
る
発
展
を
図
る
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
牛
内
自
治
会
で
は
、
こ
の
度

本
事
業
の
助
成
を
受
け
、
公
会
堂

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

を
徴
収
し
市
町
に
納
入
す
る
特
別

徴
収
は
、
全
従
業
員
が
対
象
で
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
行
う
全
て

の
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
施
し
て
い
な
い
事
業
所

は
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
報
告
は
、
ｅエ

ル

タ

ッ

Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘク
ス
で
の
電
子
申
告
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限　

１
月
31
日（
火
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
の

改
選

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
は
、
３
年
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
一
斉
改
選
と
な

り
ま
し
た
。
12
月
か
ら
、
新
た
に

１
４
８
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
、
９
人
の
主
任
児
童
委
員
が

選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
相
談
な
ど
を
す
る
際

に
は
、
福
祉
課
ま
で
新
し
い
担
当

委
員
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
再
任
に
よ
り
、
交
代
し
て
い
な

い
区
域
も
あ
り
ま
す

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
デ
イ

（
食
品
の
寄
付
受
付
日
）

▽
日
時　

１
月
27
日（
金
）、30
日

（
月
）、31
日（
火
）の
午
前
９
時

❶
ス
マ
ホ
で
簡
単
！
料
理
写
真
の

撮
り
方
テ
ク
ニ
ッ
ク
講
座

▽
内
容　

プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
教

え
る
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
撮
影
方
法

▽
日
時　

１
月
19
日（
木
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

❷
フ
ォ
ロ
ワ
ー
増
＆
集
客
Ｕ
Ｐ
！

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
活
用
術

▽
内
容　

フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
増
や
す

コ
ツ
、
集
客
に
つ
な
げ
る
ワ
ザ
、

デ
ー
タ
分
析

▽
日
時　

２
月
15
日（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階
３
０
４

会
議
室
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

❶
・
❷
共
通

▽
対
象
者　

市
内
の
事
業
者
（
宿

泊
施
設
、
飲
食
店
、
観
光
・
体

験
施
設
な
ど
）

▽
定
員　

先
着
30
人

▽
申
込
期
限　

１
月
16
日（
月
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

給
与
支
払
報
告
はｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

給
与
支
払
者
は
、
給
与
支
払
報

告
書
を
市
町
に
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
が
毎
月
従
業
員

に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

16 16 1717

別
途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き

月
額
２
５
０
０
円（
屋
根
付
き

５
０
０
０
円
）

◆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、48
万

７
千
円
以
下
対
象

▽【
随
時
】さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、や
え
棟
１
︲
１
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
10
年
度

建
築
。家
賃
月
額
６
万
２
０
０
円

（
共
益
費
別
途
）、駐
車
料
金
１

台
に
つ
き
月
額
２
５
０
０
円

※
随
時
募
集
の
現
在
の
応
募
状
況

に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

令
和
５
年
度
学
童
保
育
・ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
募
集

　

保
護
者
の
労
働
な
ど
に
よ
り
昼

間
留
守
に
す
る
家
庭
の
児
童
を
対

象
に
、放
課
後
の
生
活
や
遊
び
の

場
を
提
供
し
ま
す
。

▽
対
象　

対
象
小
学
校
の
新
１
～

６
年
生（
入
所
審
査
・
決
定
は
低

学
年
優
先
）

▽
対
象
小
学
校　

広
田
・
倭
文
・

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地（
倭
文
）

　

１
戸
、２
０
３
号
、３
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、平
成
18
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
２
万
５
３
０
０
円
～

４
万
９
６
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き
月

額
２
５
０
０
円

◇
受
付
期
間　

１
月
18
日（
水
）ま

で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

１
月
25
日（
水
）

市
役
所
本
館
１
階

▽【
随
時
】四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　

１
戸
、Ａ
棟
６
号
、３
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、平
成
16
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
２
万
３
０
０
０
円

～
４
万
７
０
０
０
円（
共
益
費

湊
・
松
帆
・
辰
美
・
榎
列
・
八
木
・

市
・
神
代
・
賀
集
・
福
良
・
北
阿

万
・
阿
万

※
志
知
は
送
迎
型（
学
童
保
育
対

象
者
を
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
湊
で

預
か
り
）

※
広
田
・
倭
文
・
湊
・
八
木
・
神
代
・

阿
万
・
福
良
は
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
と
し
て
実
施
。保
護
者
の
労

働
な
ど
に
よ
り
昼
間
留
守
に
す

る
家
庭
以
外
の
児
童
も
募
集
対

象
▽
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日
の
授

業
終
了
時
～
午
後
６
時
、長
期

休
暇
中
は
月
～
土
曜
日
の
午
前

８
時
～
午
後
６
時

▽
利
用
料　

月
額
５
０
０
０
円

※
８
月
は
７
０
０
０
円
。１
カ
月
単

位
で
休
む
月
は
３
０
０
０
円

▽
申
込
期
間　

１
月
４
日（
水
）～

13
日（
金
）

※
夏
休
み
の
み
の
利
用
の
人
は
５

月
15
日（
月
）～
26
日（
金
）の
期

間
に
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い

※
年
度
途
中
の
申
込
み
は
利
用
希

望
月
の
１
カ
月
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

問
体
育
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間

▽
日
時　

１
月
14
日（
土
）の
午

前
11
時
と
午
後
２
時
～
、25
日

（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
午
後

７
時
30
分
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
ヨ
ガ
教
室

 

ポ
ー
ズ
を
丁
寧
に
行
い
な
が
ら
、

身
体
と
心
を
整
え
ま
す
。

▽
対
象
者　

中
学
生
以
上

▽
受
講
料　
４
０
０
０
円（
全
８
回
）

▽
定
員　

40
人
（
要
予
約
）

▽
日
時　

１
月
12
、
19
、
26
日
、

２
月
２
、
16
、
23
日
、
３
月
２
、

９
日
の
木
曜
日
の
午
後
７
時
30

分
～
８
時
30
分

▽
持
ち
物　
ヨ
ガ
マッ
ト
（
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

マッ
ト
を
貸
出
）

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
野

菜
・
果
物
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の
出
荷

物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市
（
淡

路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

に
つ
き
３
０
０
万
円

▽
利
子
補
給
額　

３
万
円
上
限
で

当
該
年（
１
月
～
12
月
）に
支
払

っ
た
利
息
分
を
補
給

▽
受
付
期
間　

１
月
４
日（
水
）～

31
日（
火
）

▽
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
学
校
教
育
課
へ
提
出

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
示
会

▽
展
示
場
所
・
期
間

❶
広
田
地
区
公
民
館
＝
１
月
５
日

（
木
）～
11
日（
水
）

❷
シ
ー
パ
＝
１
月
12
日（
木
）～
18

日（
水
）

❸
パ
ル
テ
ィ
＝
１
月
19
日（
木
）～

25
日（
水
）

❹
福
良
地
区
公
民
館
＝
１
月
26
日

（
木
）～
２
月
１
日（
水
）

※
各
施
設
最
終
日
は
午
前
中
の
み

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
43
・
５
０
０
４

魅
力
発
信
の
た
め
の
事
業
者

向
け
勉
強
会

　
「
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
」
を
中
心

と
し
た
観
光
エ
リ
ア
の
魅
力
を
地

域
一
体
と
な
っ
て
発
信
す
る
た
め
、

事
業
者
向
け
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。 募

　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

～
午
後
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、中
央
公
民
館
、

福
良
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

第
14
回
永
田
青
嵐
顕
彰
全
国

俳
句
大
会
表
彰
式
・
第
５
回

淡
路
島
く
に
う
み
講
座

　

入
賞
作
品
の
発
表
と
表
彰
式
の

ほ
か
、
俳
句
を
テ
ー
マ
に
し
た
特

別
講
演
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
12
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
講
師　

三
村
純
也
氏
（
俳
人
）

▽
演
題　

季
題
あ
れ
こ
れ

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員　

３
０
０
人
（
無
料
）

※
事
前
申
込
必
要

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

☎
24
・
２
０
０
１

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
日
時　

２
月
18
日（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
対
象
者　

障
害
者
、
保
護
者
、

学
校
・
支
援
関
係
者
な
ど

▽
会
場　

県
立
障
害
者
高
等
技
術

専
門
学
院
（
神
戸
市
）

▽
申
込
期
間　

１
月
10
日（
火
）～

２
月
15
日（
水
）

お
知
ら
せ
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市民無料法律相談市民無料法律相談（要予約・先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　10日（火）・24日（火）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244

行政相談行政相談（要予約）
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　12日（木）13:30～15:00
◆場所　榎列公民館
問市民協働課☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）
◆内容　空き家バンクへの登録・利活用に
　　　　関する相談など
◆日時　21日（土）10:00～13:00
◆申込締切　17日（火）
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問ふるさと創生課☎43-5205

農地相談農地相談（要予約・先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　27日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236

高齢者の出張相談高齢者の出張相談
◆内容　高齢者の在宅生活での心配ごと
　　　　の相談など
◆日程　❶11日（水）❷18日（水）
　　　　❸20日（金）❹27日（金）
◆時間　10:00～16:00
◆場所　❶西淡志知公民館
　　　　❷阿那賀地区公民館
　　　　❸神代地区公民館
　　　　❹阿万地区公民館
問地域包括支援センター☎43-5237

高齢者虐待・認知症相談高齢者虐待・認知症相談
◆日時　 平日の8：30～17：15
◆相談　地域包括支援センター
　　　　☎43-5237

生活困窮者相談生活困窮者相談
◆内容　市内在住で経済的な問題などで
　生活にお困りの人の相談
❶自立相談支援事業　専門相談員が、必

要な支援を一緒に考え、自立に向けた支
援を行います。

❷住居確保給付金　離職などにより住居を
失った人などに、就職活動等を条件として
一定期間、家賃相当額を支給します。

問福祉課☎43-5216

専
門
栄
養
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

食
品
表
示
に
関
す
る
相

談
、専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必

要
な
栄
養
指
導
な
ど

▽
日
時　

１
月
16
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
２

教
育
相
談
窓
口（
要
予
約
）

▽
日
時　

１
月
16
日（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
教
育
相
談
窓
口
☎
22
・
４
１
５
２

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

中
央
公
民
館
窓
口
に
て
配
布

▽
定
員　

先
着
２
５
０
人

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

新
春
将
棋
大
会
の
中
止

　

１
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

「
南
あ
わ
じ
市
新
春
将
棋
大
会
」

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
中
止
し
ま
す
。

　

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

田
中
正
平
記
念
第
10
回
南
あ

わ
じ
音
楽
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

▽
内
容　

南
あ
わ
じ
音
楽
祭
入
賞

者
凱
旋
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

３
月
19
日（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館

▽
料
金　

無
料（
カ
ン
パ
制
）

▽
申
込
方
法　

応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

冬
咲
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
シ
ョ
ー

　

５
品
種
約
１
万
本
の
冬
咲
き

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

１
月
14
日（
土
）～
２
月

中
下
旬

淡
路
人
形
座（
１
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
式し
き
さ
ん
ば
そ
う

三
番
叟
」、「
戎
舞
」、

「
戎
舞
＋プ
ラ
ス」、「

衣
裳
山
」、バ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
、人
形
解
説

◆
１
月
の
休
館
日

　
４
日（
水
）～
６
日（
金
）、８
日

（
日
）、11
日（
水
）、18
日（
水
）、20

日（
金
）、21
日（
土
）、25
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

映
画
を
通
し
て
日
常
生
活
の

中
の
人
権
課
題
を
考
え
る

▽
日
時
・
内
容　

❶
１
月
28
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
６
時
10
分　

映
画
「
私
の
は
な
し
部
落
の
は

な
し
」
の
上
映
、
満
若
勇
咲
監

督
の
ト
ー
ク

❷
１
月
29
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

と
午
後
５
時
～
８
時（
２
回
開
催
）

　

映
画
「
破
戒
」
の
上
映
、
前
田

和
男
監
督
の
ト
ー
ク

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル　

問
市
人
権
教
育
研
究
協
議
会
（
社

会
教
育
課
内
）
☎
43
・
５
２
３
２

第
２
２
４
回
神
代
天
体
観
測
会

「
ス
バ
ル
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

１
月
22
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

18181919

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
心
と
体
に
や
さ
し
い
健
康
体
操

講
座

▽
内
容　

楽
し
い
フ
レ
イ
ル
予
防

と
脳
ト
レ

▽
日
時　

１
月
28
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
持
ち
物　
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル

可
）、室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽
定
員　

15
人

❷
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座

▽
内
容　

パ
ス
テ
ル
色
の
粉
で
描

く
可
愛
い
ひ
な
祭
り
イ
ラ
ス
ト

▽
日
時　

１
月
28
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
材
料
費　

６
０
０
円

▽
定
員　

10
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

１
月
14
日（
土
）

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

中
央
公
民
館
公
開
講
座

宝
塚
の
魅
力
に
迫
る

　

元
宝
塚
歌
劇
団
花
組
・
美み
そ
の苑
え

り
か
さ
ん
を
迎
え
、ト
ー
ク
＆
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
21
日（
土
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
整
理
券　

１
月
４
日（
水
）か
ら

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

阿
波
踊
り
体
操

◆
第
１
４
７
回
講
習
会

▽
日
時　

１
月
７
日（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
１
２
５
回
講
座

▽
日
時　

１
月
12
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
踊
り
体
操
振
興
協
会

　
（
出
田
）☎
55
・
１
１
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
、職
業
紹
介

※
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー（
午
前
11
時
～
）や
産
直
野

菜
販
売
な
ど
も
開
催

※
天
候
に
よ
り
開
花
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

▽
場
所　

洲
本
市
民
広
場

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

☎
24
・
２
０
０
１

瓦
と
ひ
な
ま
つ
り（
無
料
）

　
４
０
０
年
の
伝
統
あ
る
い
ぶ
し
瓦

と
千
体
以
上
の
ひ
な
人
形
が
共
演

し
た
ひ
な
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程　

２
月
５
日（
日
）～
４
月

１
日（
土
）の
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

▽
場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

問
瓦
と
ひ
な
の
会
（
興
津
）

　
☎
０
９
０
・
６
６
６
９
・
７
６
８
８

淡
路
島
牛
乳
を
モ
～
っ
と
知
ろ

う
！

▽
内
容　

牛
乳
を
味
わ
う
ミ
ル
ク

道
体
験
、牛
乳
ク
イ
ズ
な
ど

▽
日
時　

１
月
28
日（
土
）

　

❶
午
前
９
時
30
分
❷
午
前
11
時

15
分
❸
午
後
１
時
45
分

▽
場
所　

淡
路
島
牧
場

▽
定
員　

各
回
先
着
12
人
程
度

▽
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、子

ど
も
３
０
０
円

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
淡
路
島
牛
乳
㈱

　

☎
42
・
０
５
１
６

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

１
月
８
日（
日
）

▽
内
容　

竹
巻
き
パ
ン
、
ジ
ャ
ム
づ

く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

虹
っ
子
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル（
要
申
込
）

▽
内
容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、う

た
、お
は
な
し

▽
日
時　

２
月
19
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

Ｓ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ（
洲
本

市
塩
屋
１
丁
目
１
︲
８
）

▽
参
加
費　

高
校
生
以
上
５
０
０

円
、中
学
生
以
下
無
料

問
虹
っ
子
く
ら
ぶ
お
は
な
し
会（
角
倉
）

　

☎
０
９
０
・
１
０
２
０
・
１
１
４
５

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
「
御ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ

所
桜
堀
川
夜よ
う
ち討 

弁べ
ん
け
い
じ
ょ
う
し

慶
上
使
の
段
」

◆
第
39
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

者
団
体
発
表
会
写
真
展

▽
期
間　

２
月
１
日（
水
）ま
で

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

２
月
末
頃
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

文
化
・
ま
な
び

１月の無料相談 催
　
し

▽
日
時　

１
月
25
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

長
次
設
計
☎
22
・
１
９
７
６

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

移
動
相
談

▽
日
時
　
１
月
18
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館
１
階
第

４
会
議
室

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
☎
24
・
３
８
５
０
F
　

26
・
１
１
７
５

司
法
書
士
会
に
よ
る
相
談

▽
内
容　

登
記
・
成
年
後
見
・
法
律

の
相
談

▽
日
時　

１
月
18
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
９
時（
１
人
30
分
）

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　

武
田
司

法
書
士
事
務
所
☎
25
・
３
２
３
０

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

１
月
10
日（
火
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相

談
希
望
者
の
募
集

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、資
格
取

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
希
望
す
る
女
性
の
た
め
の
無

料
個
別
相
談（
一
時
保
育
あ
り
）

▽
日
時　

１
月
５
、12
、19
、26
日

の
木
曜
日
❶
午
前
10
時
～
❷
午

前
11
時
～
❸
正
午
～

▽
場
所　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
員　

女
性
相
談
員（
社
会

保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み　

予
約
専
用
番
号

　

０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

若
者
就
労
相
談（
要
予
約
）

▽
対
象　

仕
事
に
就
い
て
い
な
い

15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に
悩

み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時　

１
月
25
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
相
談

室
問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
相
談

相
　
談
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ピノキオのおはなし会
毎週日曜日

10：30～11：00

2121 2020

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジでも番組の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

問広報情報課映像制作係
☎43-2345

１月の休館日
毎週月曜日（ただし９日は開館）、
１日（日）～４日（水）、10 日（火）、
31 日（火）月末整理日

　サッカーはいつどこでは
じまったのか？ピッチに立た
ずにゴールを決めた選手と
は？なぜ11人対11人で戦う
のか？アルゼンチンのジャー
ナリストによるサッカートリ
ビア本。歴史やルール、組織
や選手などにまつわるエピ
ソードを多数紹介していま
す。世界中のサッカーファン
に読まれている一冊です。

京都大学野生動物研究センター／監修、木下 さとみ／文、
𠮷森 太助／絵 （小学館集英社プロダクション）

　世の中はわかっているよ
うでわかっていないことだ
らけ。キリンの声、ゾウの鼻、
わかっていることと、まだわ
かっていないことがありま
す。なんでだろう、もしかし
て…？どうぶつたちの謎を
通して、「答えのない問いに
向き合う力」を育てる新感覚
絵 本。わからないことがまだ
いっぱいあるって、楽しい！

ルチアーノ・ウェルニッケ／著、
桑田 健／訳 （扶桑社）

サッカーはなぜ 11 人サッカーはなぜ 11 人
対 11 人で戦うの対 11 人で戦うのか？か？

問市立図書館☎53-0234
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は
　　土曜日も17時まで

どうぶつのわかっているどうぶつのわかっている
こと わかっていないことこと わかっていないこと

みんなの図書館
今月のおすすめ本

図書館ホームページ
蔵書検索や予約
ができます。二次
元コードからご
利用ください。

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
２
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
ほ
か
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
11
月
６
日
）

【
１
部
】

①
辰
美
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

②
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ

③
亀
岡
Ｊ
Ｖ
Ｃ
③
神
代
Ｊ
Ｖ
Ｃ

【
２
部
】

①
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ

②
辰
美
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
大
会
（
11
月
12
日
）

①
葉
田
康
子
・
富
岡
ひ
づ
る
（
ピ

カ
ソ
）
②
谷
口
佳
生
・
山
口
幸
雄
・

村
上
洋
一
（
本
部
１
）
③
干
潟
剛
・

干
潟
綾
香
（
Ｒ
Ｔ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
11
月
19
日
）

【
う
ず
し
お
の
部
】

①
樋
口
大
洋
・
原
田
佑
也
②
徳
田

紗
花
・
中
尾
由
奈
③
森
本
優
芽
・

馬
部
こ
は
る
③
濵
田
杏
・
生
子
蒼

菜【
ぐ
り
ー
ん
の
部
】

①
道
上
結
楽
・
鈴
木
あ
さ
ひ
②
指

熊
恭
輔
・
蓮
池
晶
③
橋
本
い
ち
か
・

溝
上
詩
花
③
片
田
莉
景
・
葛
原
愛

結

南あわじ市斎苑「桜
おうか
花の郷

さと
」

応募者：西野 実希 さん（榎列）
堀井 正弘 さん（市）

70 点の応募の中から、次の名称が選ばれました。

問環境課☎ 43-5214

南あわじ市新火葬場（桜花の郷１番地）
名称決定名称決定

　　　
191

シリ
ーズ

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

　大正時代以降伝承が途絶えていた 蛭
ひ る が こ じ ま ぶ

小島武
勇
ゆうもんどう

問答 三段目切「工
く ど う

藤祐
すけつね

経住
す み か

家の段」を、阿万出
身で義太夫三味線奏者の故豊

とよざわ
澤町

ま ち た ろ う
太郎師の録音

を元に復曲し、竹本友和嘉・鶴澤友勇（淡路人形
座）の素浄瑠璃でお聴きいただきます。
　大阪公立大学大学院文学研究科 久

く ぼ り
堀裕

ひろ
朗
あき

教
授の演目解説と合わせてご鑑賞ください。

日程　２月４日（土）
　午後５時30分～
　７時15分
場所　淡路人形座
※無料・要申込

稀
曲
の
継
承「
蛭
小
島
武
勇
問
答
」

第
28
回
南
あ
わ
じ
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
親
善
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
11
月
15
日
・
三
原
健
康
広
場
）

団
体
＝
①
神
代
Ｇ
Ｇ
協
会
國
衙
支

部
Ａ
②
タ
マ
イ
チ
︲
Ｂ
③
元
気
ク

ラ
ブ

個
人
＝
①
西
本
秀
夫
（
地
頭
方
Ａ
）

②
土
井
本
泰
秀（
東
町
）③
柳
有（
タ

マ
イ
チ
︲
Ｄ
）

令
和
４
年
度
ル
ー
セ
ン
ト
カ
ッ

プ
淡
路
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
11
月
12
日
、
20
日
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

五
色
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

女
子
Ⅱ
部
＝
②
道
上
結
愛
・
的
場

心
優
（
西
淡
中
）

男
子
Ⅰ
部
＝
①
岩
岡
星
亜
・
小

西
亮
輔
（
洲
本
高
）
②
中
野
秀
紀
・

早
瀬
戸
捷
（
淡
路
ク
ラ
ブ
）
③
島
本

秀
治
・
馬
部
政
好
（
淡
路
ク
ラ
ブ
）

女
子
Ⅰ
部
＝
②
馬
部
い
ち
か
・
榎

本
百
花
（
洲
本
高
）
③
金
﨑
り
ん
・

金
谷
緋
音
（
淡
路
ク
ラ
ブ
）

正
道
会
館
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
タ
フ
ネ
ス
カ
ッ
プ
空
手
道

選
手
権
大
会
２
０
２
２

（
７
月
18
日
・
大
阪
狭
山
市
立
総
合
体
育
館
）

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
一
般
女
子

ク
ラ
ス
＝
①
富
貴
彩
愛
（
正
道
会
館

立
志
舘
）

正
道
会
館
全
日
本
空
手
道
選

手
権
大
会
２
０
２
２
～ａ
ｄ
ｉ

ｄａｓ 

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ 

Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｄ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
２
０
２
２
～

（
10
月
１
日
・
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪
）

中
学
２
年
男
子
Ｓ
Ｄ
ク
ラ
ス
重
量

級
＝
①
富
貴
飛
翔
（
正
道
会
館
立
志

舘
）正

道
会
館
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
瀬
戸
内
杯
空
手
道
選
手

権
大
会

（
11
月
13
日
・
兵
庫
県
立
武
道
館
）

中
学
男
子
の
部
重
量
級
＝
①
富
貴

飛
翔
（
正
道
会
館
立
志
舘
）

　株式会社社マルイチ（湊）とオリエンタル・テ
クノ株式会社南あわじ営業所（湊）が「消防団協
力事業所」に認定され
ました。島内３市の消
防団で構成する淡路
地区消防協議会は、従
業員の消防団活動に
対して理解と協力を
している事業所を「消
防団協力事業所」と
して認定しています。
問危機管理課
　☎ 43-5203

㈱マルイチ、
オリエンタル・テクノ㈱ 南あわじ営業所

消防団協力事業所に認定

認定を受けた㈱マルイチ（前
列左）とオリエンタル・テク
ノ㈱南あわじ営業所（前列右）
の代表者

キャラバンカーから選んだ絵 
本を楽しむ参加者ら

絵 本の読み聞かせで体を動か
して楽しむ子どもたち

　11月26日、市立図書館と湊地区公民館図書室に「本とあそ
ぼう 全国訪問おはなし隊」がやってきました。これは、キャラ
バンカーに550冊以上の絵 本を載せて全国におはなしを届け
る、講談社が行う読書推進活動です。
　参加した子どもたちはキャラバンカーからお気に入りの絵 
本を選び、青空の下で読書を楽しみました。また、おはなし隊
隊長の佐々木貴美子さんが絵 本と紙芝居の読み聞かせを実
施。聞きながら体を動かして楽しめる絵 本も披露され、子ども
たちはとびきりの笑顔で目を輝かせていました。

「全国訪問おはなし隊」が
やってきました

さんさんネット
コミュニティチャンネル
１月番組の見どころ

年 始 放 送 プ ロ グ ラム

さんさんニュース 年始号

・守本憲弘南あわじ市長　年頭のあいさつ

・令和４年 南あわじ市10大ニュース

・写真工房フォトリエ ～みんなの干支ふぉと～

・淡路青少年交流の家 親子ちゃれんじ
　～書道アート～
　「福島美生　虎舟氏と古代文字を楽しもう」
　「淡路三原高校書道部パフォーマンス」

■ 元日 ～ ８日（日）
■ 時間　7：00 ～、12：00 ～、16：00 ～、
　 　　 19：00 ～、22：00 ～、深夜 0:00 ～

■ 元日 ～ ８日（日）

8:00 ～、
13:00 ～ 第3回 竹本駒之助南あわじ市公演

9:00 ～
第72回“社会を明るくする運動”
南あわじ市小・中学生 作文コンテス
ト発表会・三原中学校吹奏楽部演奏

11:00 ～、
17:00 ～

ゆめるんキッズ総集編2022
（ゆめるんセンターイベント）
～スマイルプレイバック～

14:00 ～ 南あわじ市なかよし音楽会

18:00 ～ 南あわじ市子ども映画祭

20:00 ～ 淡路吹奏楽団第42回定期演奏会

21:30 ～ さんさんキッズ 令和4年度上半期総
集編（4月～9月生まれ）
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新型コロナウイルスに関する医療相談窓口（発熱等受診・相談センター）
❶兵庫県 新型コロナ健康相談コールセンター☎078-362-9980（受付時間：土日祝日含む24時間）
❷洲本健康福祉事務所（健康管理課）☎ 26-2062（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）

発熱等があれば、まずは電話で相談を
発熱等の症状があるなど、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの疑いがある場合、まずはかかりつけ
医等に電話で相談してください。かかりつけ医等がなく、相談先に迷う場合は、次の窓口へ相談してください。

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

１日（日） 鈴 木 俊 示 医師 穀 内 勇 夫 医師

２日（月） 富 本 喜 文 医師 西 口　 弘 医師

３日（火） 友清龍一郎 医師 守 本 圭 希 医師

８日（日） 富 本 喜 文 医師 瀧 川　 卓 医師

９日（月） 畑 田 卓 也 医師 富 本 喜 文 医師

15日（日） 西口　弘 医師 友清龍一郎 医師

22日（日） 横 山 龍 治 医師 日 笠 久 美 医師

29日（日） 守 本 圭 希 医師 橋 田 友 孝 医師

※発熱による受診の場合は、事前に
　電話をお願いします
※新型コロナウイルスの検査はでき

ません

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療

    １１月の健康カレンダー
● 献血
日 曜日 受付時間 場所

６ 金 10：10 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 市役所本館

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定、ここ
ろの相談など

17 火  ９：00 ～ 10：30
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ４年９月生） 27 金

南あわじ市　
保健センター

※受付時間等
は対象者に案
内します

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ４年８月生） 26 木

育児相談 （Ｒ４年６月生） 24 火

10カ月児健康診査 （Ｒ４年３月生） 20 金
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ３年６月生） 10 火

２歳児育児相談 （Ｒ２年６月生） 11 水

３歳児健康診査 （Ｒ1年８月生） 13 金

就学前５歳児健康診査（Ｈ30年１月生） 16 月

遊びの教室（予約制）
５ 木

12 木

発達支援相談（予約制） ５ 木

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
日 曜日 受付時間 場所

26 木 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

11 水 14：00 ～ 15：00 中央公民館２階

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

22 日 13：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

23 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

11 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）　1 回 100 円
内容 日 曜日 時間 場所

阿波踊り体操 11 水 10：00 ～ 広田地区公民館

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

問健康課☎43-5218

健診受診者のうち、異常を認めなかった人は
3.3％。あとの 96.7％の人は、生活習慣の見直
しや医療機関の受診が必要と判定されています。

メタボリックシンドロームは男性の割合が高く
なっています。メタボと判定された場合は、内臓
脂肪を減らすことが大切です。

動脈硬化の原因である血圧・脂質に異常がある人
の割合が高くなっています。

健診結果を活用し、健やかな未来をつくりましょう
～令和４年度町ぐるみ健診集計結果～

▪▪ メタボ判定
（特定基本健診受診者は19～ 79歳の男性2,501人、
女性3,830人）

メタボ メタボ予備群
男性 567人 (22.7％ ) 365人 (14.6％ )
女性 202人 (　5.3％ ) 128人 (　3.3％ )
全体 769人 (12.1％ ) 493人 (　7.8％ )

総受診者数　　　　　　9,305人 (男性3,726人　女性5,579人)	
特定基本健診受診者数　8,076人 (男性3,320人　女性4,756人)	

▪▪ 特定基本健診判定結果 ▪▪ 項目別の「異常あり」の割合
（「異常あり」とは、要指導、要医療、要継続医療のい
ずれかであった人）

項　目 受診人数 異常あり
血圧 6,746人 3,887人（57.6％）
血液脂質 6,743人 4,995人（74.1％）
心電図 1,659人 650人（39.2％）
眼底 1,529人 121人（	7.9％）
糖尿病 6,743人 3,161人（46.9％）
尿酸 6,503人 696人（13.9％）
貧血 1,535人 518人（33.7％）
肝臓 6,743人 1,454人（21.6％）
腎臓 6,746人 2,464人（36.5％）

異常認めず異常認めず
269人（3.3％）269人（3.3％）

要指導要指導
1,802人1,802人
（22.3％）（22.3％）

要医療要医療
1,944人1,944人
（24.1％）（24.1％）

要継続医療要継続医療
4,061人4,061人
（50.3％）（50.3％）

　健診結果に異常が見られた場合、自覚症状がな
いからと言って放置していると、いつか病気とし
て現れる恐れがあります。健診結果をよく確認し、
生活習慣の改善に役立てましょう。
　健康課では毎月1回、健康相談を開催していま
す。保健師や栄養士が生活習慣の改善のための支
援を行っていますので、ぜひご利用ください。開
催日は健康カレンダーでご確認ください。
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子子育育てて広広場場 月月

　新しい年を迎え、子どもたちがこの１年、新た
な経験を重ねる中でどんな成長が見られるか、お
家の皆さんと一緒に見守ってまいりたいと思いま
す。今年もよろしくお願いいたします。

令和４年12月12日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※12月号の正解は『世界遺産』 。35通の応募がありました

　「●●の風流大踊小踊」
などを含む「風流踊」が
ユネスコの無形文化遺産
に登録されることが決ま
りました。400年以上継
承される「●●の風流大踊小踊」は毎年9月に亀
岡八幡神社の祭礼で奉納されています。
　●●に入る漢字２文字をお答えください。
　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報26頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報クイズ係までご応募ください。
■応募締切 　１月 13 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

2525 2424

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●人　口●人　口  45,242人45,242人（前月比-39人）（前月比-39人）
　    （男）　    （男）  21,820人21,820人（前月比-27人）（前月比-27人）
　    （女）　    （女）  23,422人23,422人（前月比-12人）（前月比-12人）
●世帯数 19,875世帯●世帯数 19,875世帯（前月比+（前月比+1313世帯）世帯）
※令和４年12月※令和４年12月１１日現在日現在

１１

●出前ひろば （当日に要申込、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:15
　※４つの出前ひろばは、どこでも参加できます

ひろば名 開設日 場所
みどり 11,13,18,20,27 南あわじ市保健センター

せいだん 10,12,19,24,26 湊地区公民館

みはら 12,17,24,31 働く婦人の家

なんだん 11,13,18,25 福良地区公民館

●ふれあいプレイルーム （平日9：30～15：30）
　（当日に要申込、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

●年齢別ひろば　※要申込
ひろば名 開催日 時間 内容等

ぶどう
（今年度３歳

になる子）
17日（火） 10:00～

いずみ会クッキング
場所　湊地区公民館
先着　10組
費用　100円（当日集金）
持参　マスク・エプロン・三 
　　　角巾・持ち帰り用 
　　　タッパー

いちご
（10 カ月

まで）
19日（木） ①10:00～

②10:45～

足形アート
「だるまさんと」
先着　各10組
持参　センターにお問合せ
　　　ください

ぶどう
（今年度３歳

になる子）
20日（金） 10:30～

11:00

手作りおもちゃ
先着　15組
費用　100円（当日集金）
持参　のり・はさみ・カラー 
　　　ペン・新聞紙

ばなな・
ぶどう

（11 カ月～）

25日（水） 
26日（木）
27日（金）

①10:00～
②11:00～

せつぶん会
先着　各10組
持参　はさみ・のり・新聞 
　　　紙・カラーサインペ 
　　　ン・両面テープ

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 内容等

ままひろば
遊字命名紙
・ゆめるんセンター

16日（月）
10:00～

先着　10組
費用　100円（当日集金）
持参　ふでペン

１月のおたんじょうかい
・ゆめるんセンター

30日（月）
10:30～

持参　ウエットティッシュ・
　　　インタビューカード

ままひろば
パーソナルカラー診断
・ゆめるんセンター

31日（火）
①10:00～
②10:40～
③11:20～

先着　各４組
費用　500円（当日集金）

11月24日（木） おひざのうえのおはなし会×干支フォト

　「こどもあんしんネット」に登録すると、
最新のゆめるん通信がメールで届きます。右
の二次元コードから簡単に登録ができます。

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

藤原　彬好（倭　文）

井上　政治（津　井）

久留米潤二（福　良）

岡田　拓哉（大阪府）

坂本　佳明（阿　万）

舩越彩友子（洲本市）

野田　涼花（伊加利）

庄田　理奈（洲本市）

仲田　早智（　市　）

三宅　望未（阿那賀）

11 月 16 日

11 月 22 日

11 月 22 日

11 月 23 日

12 月 12 日

結婚

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

西田心
こ と な

都菜

辻脇　都
と あ

蒼

神木　雫
しずく

玖

遠藤　颯
そうた

大

田中　鈴
すずな

奈

岡本凪
な ゆ た

悠太

小磯　虎
こはく

白

入谷　乃
の あ

愛

前川流
り ゅ う い

良英

桑田　瑠
る い

依

女

男

女

男

女

男

男

女

男

女

亮太郎

直 斗

毅

充 彦

雄 樹

良 典

良 太

圭 亮

正 有

雄 矢

広 田

広 田

市

市

神 代

広 田

八 木

神 代

八 木

市

11 月６日

11月16日

11月17日

11月21日

11月21日

11月23日

11月25日

11月26日

11月28日

12 月６日

出生

※ 12 月 15 日現在の行事予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください

谷田　義郎

宮崎　愛子

坂　　　 周

三上　政平

山口　忠親

江本　和子

　山　敏子

井上　　　

福 良

志 知

広 田

神 代

市

北阿万

倭 文

広 田

66

97

90

98

79

90

101

90

11月28日

11月28日

11月29日

11月29日

11月29日

12 月 ３ 日

12 月 ３ 日

12 月 ５ 日

黒田ちよみ

西條千鶴子

谷口　幸子

椚田　美惠

柳　　　 惠

芝　　多美

中元　一成

藤本　都子

市

賀 集

沼 島

倭 文

福 良

神 代

沼 島

八 木

85

90

87

90

64

66

96

85

12 月 ５ 日

12 月 ６ 日

12 月 ６ 日

12 月 ７ 日

12 月 ７ 日

12 月 ８ 日

12 月 ８ 日

12月12日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

西口美紀子

社家　通夫

大川　冨夫

興津　新八

匠　　敬一

前谷　貴己

金一　直美

船木　弘継

灘

市

阿那賀

湊

広 田

津 井

阿 万

湊

79

91

91

86

91

58

87

52

11月14日

11月16日

11月18日

11月18日

11月18日

11月20日

11月23日

11月27日

死亡
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　南海トラフ巨大地震に備えるため、11月 20日に南あ
わじ市総合防災訓練を実施しました。市内で震度７の揺
れを観測し、大津波警報が発表されたという想定で行わ
れ、市内で約4,500人が参加しました。
　メイン会場となった西淡中学校での訓練には、同校の
生徒や住民、関係者ら約640人が参加しました。体育
館で実施した避難所運営訓練では、生徒らが受付を担当。
検温や名簿作成、避難スペースへの誘導などを行いまし
た。グラウンドでは、生徒らが消防団の指導のもと放水
訓練や負傷者の搬送訓練を行ったほか、淡路広域消防事
務組合や県警機動隊による救出訓練などがありました。

西淡中生も避難所運営・放水訓練など参加

南海トラフに備えて防災訓練

消防団の指導を受けながら放水訓練を行う生徒

寄贈された絵本と、お礼の気持ちを込めた感謝状を手にする賀集
保育所の園児ら

　株式会社あべいすと（洲本市）から、市内保育所な
ど23施設に絵本が寄贈されました。
　同社は地域支援の取り組みとして「子どもたちに豊
かな感性を」と、毎年絵本を寄贈しており今回で7回目。
各施設の希望に応じて、人気の絵本や空想上の生き物
図鑑など、計152冊が園児らに贈られました。
　賀集保育所では、園児らがお礼の気持ちを込めた感
謝状を作成。「ありがとう」のメッセージが、あべいす
との安部則行社長に届けられました。

あべいすとが絵本寄贈
保育施設の児童らへ

　国連教育科学文化機関（ユネスコ）政府間委員会が
11月30日、「阿万の風

ふりゅう
流大

おおおどり
踊小
こおどり
踊」などを含む「風流踊」

を無形文化遺産に登録すると決定しました。
　風流踊は全国各地の歴史や風土に応じ、さまざまな形
で伝承されてきた民俗芸能で、除災や死者供養、豊作祈
願、雨乞いなどを願う祈りが込められています。すでに
同遺産に登録されている神奈川県の「チャッキラコ」に
加える形で、国指定重要無形民俗文化財の41件が１つ
の遺産として登録されることとなりました。
　阿万上町に伝わる「阿万の風流大踊小踊」は、大踊と
小踊の2種類の踊りで構成。大踊は室町末期、小踊は江
戸中期に発祥したとみられます。住民らが 400年以上
継承しており、現在では毎年9月に亀岡八幡神社の祭礼
で奉納されています。
　継承活動に取り組む阿万風流踊保存会の佐

さわたり
渡達史会長

は「先輩方が継承してきたことで世界に認められた。そ
の努力に感謝し、次世代にも伝えていきたい」と話して
いました。

「阿万の風流大踊小踊」を含む全国 41 件

「風流踊」ユネスコ無形文化遺産に

01 「阿万の風流大踊
小踊」の「小踊」
02 大踊に使う「大団
扇」を手にする阿万風
流踊保存会の佐渡会長

おのころ島神社前をスタートする選手ら

　男子第 73回・女子第 38回近畿高校駅伝大会が、
11月 27日に南あわじ市で開催されました。
　大会には、近畿 2府 4 県から男子・女子それぞ
れ 39チームが参加。おのころ島神社大鳥居前をス
タートした選手は必死にたすきをつなぎ、男子7区間
42.195 キロ、女子 5区間 21.0975 キロを駆け抜
けました。男子は西脇工業高校（兵庫）、女子は立命
館宇治高校（京都）が優勝しました。
　なお、次回の同大会は令和 5年 11月 26日に南
あわじ市で開催される予定です。

近畿高校駅伝大会

高校生が南あわじ路を駆ける 0101

03030202
01 野球部員にアドバイスする関本さん
02 守備の指導を行う宗佑磨選手
03 交流試合でバッティングを行う福田周平選手

　小中学生に夢を持って生活してもらおうと、著名なスポーツ選
手や文化人らを講師に招く「夢プロジェクト」が開催されました。
　11月 25日、南淡中学校に元プロ野球選手の関本賢太郎さん
を招きました。関本さんは、全校生徒を対象に講演を行い、夢を
かなえるためには日頃の時間の使い方と失敗を成功につなげるこ
とが大切と語りました。また、野球部には指導を行い、部員らは
熱心にアドバイスに聞き入っていました。
　12月 3日には、2022年シーズンに日本一に輝いたプロ野球

プロの言葉と技術から勇気をもらう

「夢プロジェクト」で著名人と交流

チーム、オリックス・バファローズの選手7人を
招致。三原健康広場で市内の少年野球チーム約
120人を対象に指導や交流試合を行い、参加し
た子どもたちは選手らの迫力あるプレーに目を
輝かせていました。交流試合でピッチャーを務め
た濱口大

だい ご
虎さん（松帆少年野球クラブ）は、「た

くさん打たれたけれど、普段の少年野球とは違っ
た経験で楽しかった」と話していました。

0101

0202
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2828
※本紙は 12 月 16 日時点での情報を掲載しています。新型コロナウイルス感染症の影響で、紙面に掲載した内容
が変更となる可能性がありますので、ご了承ください

対象者　次の❶❷を満たす人
❶南あわじ市民
❷マイナンバーカードを取得し、2月 28日ま
でに自治体マイナポイントを申請した人

利用できる決済サービス

※自治体マイナポイントの詳細は、
市ホームページをご覧ください

申込について
　スマートフォンなどで申請できるほか、市役
所本館１階のマイナポイント窓口で申込の支援
を行っています。

　カードの申請、マイナポイント・自治体マイナポイントの
申込みを支援する窓口を設置します。
日時　1月 7日（土）～2月 26日（日）の土日祝日
　　　9：30～ 16：30
場所　市役所本館１階　※シーパ出張申請は終了しました
カード・ポイント申請の問合せ先
マイナンバーカードコールセンター☎050-5443-6387
（２月末までの平日8：30～ 17：15）

　最大 20,000 円分のポイントが受け取れるマイナポイン
ト第２弾および南あわじ市民限定で5,000 円分のポイント
がもらえる自治体マイナポイントの申込みは、マイナンバー
カードを使って行います。
　ポイントの申込期限は２月28日（火）までです。カード
の受け取りは、２月になると窓口の混雑が予想されます。交
付通知が届いている人はお早めにお受け取りください。
カード受け取りの問合せ先　総合窓口センター☎43-5212

マイナンバーカードの受け取りはお早めに！マイナンバーカードの受け取りはお早めに！

休日申請受付窓口の設置休日申請受付窓口の設置

5,000 円分のポイントがもらえる
市民限定「自治体マイナポイント」

アクセスバス
ホームページ

徳島空港アクセスバスの実証運行

　南あわじ市と徳島空港を結ぶ徳島空港アクセスバス。
東京（羽田）まで約 2時間半で、観光や出張、帰省な
どに便利です。関東圏の家族や知人への周知にご協力
いただき、この機会にぜひご利用ください。
便数
【上り】徳島空港⇒南あわじ市内　10便
【下り】南あわじ市内⇒徳島空港　9便
※イングランドの丘で発着しない便があります
運行期間　１月31日（火）まで（毎日運行）
運賃　陸の港西淡⇔徳島空港
　　　大人：片道1,100 円　往復 1,980 円
※時刻表など詳細はホームページからご確認ください
問みなと観光バス☎36-3081／淡路交通☎22-3121

内容（予定）
ゆったりトークタイム
景品をかけたゲーム
フリータイム

日時
2月5日（日）

15：00～ 18：00

場所
coffee ＆ bakery
島のDOG

（広田広田865）

定員
20人程度

申込方法
1月29日（日）までに
応募フォームから申込

問合せ
ふるさと創生課
☎43-5205

参加費
1,000円

（軽食・ドリンク付き）

参加資格
20～ 35歳の
独身の人

参加者募集参加者募集
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